
「大学コンソーシアム佐賀」共通教養教育科目シラバス 
開講年度 平成２３年度 開講時期 前学期 ・ 後学期 

科目名 伝統工芸と匠 

担当教員（所属） 大塚 清吾 （文化教育学部 非常勤） 

単位数 ２ 

曜日・校時 木曜２時限（対面クラスの場合、10：20～11：50） 

曜日・校時 追記（授業形態） ネット授業（インターネット配信による授業）で受講するクラスもある。 

講義概要（開講意図・ 
到達目標を含む） 
 

 佐賀県の伝統工芸といえばまず有田焼が思い浮かぶが、有田焼以外にも様々な伝統工芸があり、素晴らしい技

術を持った匠たちがたくさんいる。今回はその中から、担当教員である写真家・大塚清吾が出会った匠たちの技、

そしてその歴史について学ぶ。 

聴講指定 受講登録の際に、対面かネットのいずれかを選択し受講する。途中での変更は認められない。 

履修上の注意 ＜対面授業の場合＞遅刻しないこと、欠席する場合は事前に連絡すること 
＜ネット授業の場合＞ネット授業のオンラインガイダンスに従うこと。インターネット配信による授業なので、

受講できる環境を持っていることが必要。学内・学外を問わず、24 時間受講可能。開講時にその学期のオンライ

ンガイダンスを受講してから、受講を開始する。授業計画に従って、それぞれの講義を予定された期間内に受講

し、課題をオンラインで提出する。未受講のものが全講義の１／３を越えた時点で放棄とみなす。また、課題の

未提出のものが全講義の１／３を越えた時点で放棄とみなす。講義日程については、ネット授業の科目の掲示板

を参照。 
授業計画 
 
 
 
 
 
 
 

予定されている主な講義内容は、以下のとおり。内容は変更されるかもしれない。後期開講前に、再度オンライ

ンシラバスで確認すること。 
① ガイダンス 
② 佐賀の匠概論 
③ 奥高麗の世界：中溝 賢三（陶芸家） 
④ 練り上げ技法：西岡 孝子（陶芸家） 
⑤ 肥前名尾和紙：谷口 祐次郎（和紙職人） 
⑥ 肥前刀と研師：今川 泰靖（研師） 
⑦ 木工の世界：田中 好美（木工作家） 
⑧ 木版摺更紗：鈴田 滋人（染色家） 
⑨ 風ン谷淳窯：野村 淳二（陶芸家） 
⑩ 鍋島御庭焼：第５代 市川 光春（陶芸家） 
⑪ 御菓子司鶴屋：堤 光昌 
⑫ 岡本為吉羊羹：岡本 久枝 
⑬ 佐賀錦 
⑭ 肥前ビードロ（副島硝子） 
⑮ レポート 

成績評価の方法と基準 ＜対面授業の場合＞毎回授業に関する簡単なレポート（感想）を提出、最後にレポートを提出させる。出席（感

想）、最終レポートで評価。 
＜ネット授業の場合＞ アクセス状況によって出席を判断（必ず自分のＩＤでログインすること） 、講義１回ご

とにレポートまたは小テストをそれぞれの提出期限内にすべて提出する。評価は、アクセス状況、各回の課題、

最終レポートの総合評価。 
教科書 
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オフィスアワー 科目の談話室またはネット授業受講者専用のメールアドレスを利用して、質問、相談を受ける。 

その他 ネット授業は自宅にパソコンとインターネットがあれば、自宅からでも受講可能。（詳しくは

http://netwalkers.pd.saga-u.ac.jp/を参照のこと。) 
   

  




